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東京大学医学部附属病院消化器内科にて 

「膵疾患に関する体液中の核酸バイオマーカーの探索」の

研究に参加された方へ 
 

当院では、膵がんや 膵嚢胞などの膵がん発症のリスクが高いとされている患者さんの

血液試料を用いて、膵がんの早期診断につながる新規の核酸バイオマーカーを探索して臨

床応用を目指す他機関共同研究を行っております。 

この研究に付随して、新たな共同研究機関である理化学研究所に試料の一部を送付し、

同研究所内の生命医科学研究センター ヒト免疫遺伝研究チームにおいて網羅的 RNA

解析を行い、より有益な核酸バイオマーカーの発見につなげる検討を行う予定です。一部を

提供することを希望されない場合、RNA 解析研究への協力を希望されない場合、あるいは

協力を途中でおやめになりたい場合は 2025 年 3 月 31 日までに末尾に記載の問い合わ

せ先までご連絡ください。 

 

【研究課題】 

膵疾患に関する体液中の核酸バイオマーカーの探索 (審査番号 11712) 

 

【研究機関名及び研究責任者氏名】 

この研究が行われる研究機関と研究責任者は次に示すとおりです。 

 主任研究機関： 東京大学医学部附属病院 消化器内科 

 研究責任者： 助教 岸川 孝弘 

担当業務： データ収集・匿名化・データ解析 

 

【共同研究機関】 

理化学研究所 生命医科学研究センター ヒト免疫遺伝研究チーム(RNAの解析) 

理化学研究所 開拓研究本部 分子生理学研究室(バイオマーカー測定) 

株式会社医学生物学研究所 (2020年 3月契約終了) 

名古屋大学医学部附属病院 消化器内科 (血液検体の収集) 

 

この研究に利用する試料・情報は共同研究機関の範囲のみで利用されます。 

 

【研究期間】 

 承認日～2027年 11月 27日 

本研究は長期にわたる研究を計画しています。記載の研究期間終了後も継続する場

合は、研究期間延長の申請を行う予定です。 

 

【対象となる方】 

 2017 年 11月 20日 ～ 2025年 1月 31日の間に当院消化器内科で膵がん、膵のう

胞、膵管狭窄、膵炎などの膵疾患を診断され、本研究に参加された方。 

 

【研究目的・意義】 

膵臓の病気は、画像診断技術の大幅な発展により、近年適切な診断、治療が行われ

るようになってきています。しかし、膵臓は体の深い場所にあるため、腹部エコーな
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どの健診レベルの検査では早い段階での病気の発見が難しいと言われています。特

に、年々患者数が増加している膵がんにおいては、腫瘍マーカーと呼ばれる現行の血

液検査項目では、早期に発見することが難しいのが現状です。さらに内視鏡検査で比

較的容易に組織をとって調べることができる胃や大腸の病気と比べて、膵臓は組織を

取るのにも針を刺さなければならず、身体への負担が大きいという問題点もありま

す。そこで、身体に負担をかけない血液や尿などの体液を使った検査で膵臓の病気を

診断できるようにすることが、膵臓の病気の治療効果を高めるためには必要不可欠と

言われています。 

 

一方で近年、血液中に存在する DNAや RNAと呼ばれる核酸が疾患の診断に有効であ

るという報告が相次いでいます。DNA は膨大な遺伝情報を蓄えたデータベースのよう

な存在で、一つ一つの細胞の中に存在しています。RNAは DNAの情報をもとにして作

られる情報伝達物質で、タンパク質を作る設計図などの役目を持っています。これら

の核酸のうち特定の物が病気の細胞から放出されて血液の中に発見されることが分か

ってきて、病気を診断する有効なツールになるのではないかと期待されています。血

液中の核酸は非常に微量であるため、従来の方法では検出することが難しかったので

すが、近年の核酸測定技術の発展により、少ない量でもきちんと測定することができ

るようになってきました。 

 

本研究では膵臓の病気を持つ患者さんの血液の中に含まれる核酸を調べることで、

今までに知られていない新しい診断マーカーを発見し、その有効性を確かめて実用化

へとつなげていくことを目的としています。 

 

【研究の方法】 

この研究は東京大学医学部附属病院消化器内科、あるいは名古屋大学医学部附属病

院消化器内科に入院、または外来受診された膵疾患をもつ患者さんで同意の得られた

方を対象としています。通常の診療に際して行われる採血や検尿などの検体検査の際

に、その一部を研究用に回収させていただき、消化器内科研究室で冷凍保存します。

この研究で得られたデータと疾患の情報を照らし合わせて解析するために、参加いた

だいた方の年齢や性別、疾患の情報などを、カルテを参照して記録させていただきま

す。しかし、これらは個人を特定できないように新しい番号を付けて保管し、同じく

個人が特定できないようにした検体とともに厳重に管理します。 

 

 これらの検体から核酸(RNA)を取り出し、その中で特定の疾患で著しく上昇、ま

たは低下しているものを探し出します。今回この探索をより高度に行うために、理化

学研究所 生命医科学研究センター ヒト免疫遺伝研究チームに RNA シークエンスによ

る解析を行います。すでに同意をいただいて当診療科内に保管している試料の一部を

送付し、解析対象とします。その際には検体、情報ともに個人を特定できないように

したうえで送付しますので、個人情報が洩れることはありません。なお、本研究では

生命の遺伝情報が含まれる RNAについて解析を行いますが、解析するのは血液中に存

在する断片化された RNAであり、個人を特定できるような遺伝情報すべてが明らかに

なることはありません。 

 

これらの測定結果が、特定の膵疾患の存在、あるいは治療の効果などを適切に反映

してくれることが分かれば、日々の診療を行う上で重要な情報となることが期待され

ます。 
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なお、研究計画書や研究の方法に関する資料を入手・閲覧して、研究内容を詳しくお

知りになりたい場合は、末尾の連絡先にお問い合わせください。他の研究対象者の個

人情報等の保護や研究の独創性確保に支障がない範囲でご提供させていただきます。 

 

【個人情報の保護】 

 この研究に関わって取得される試料や資料・情報等は、外部に漏えいすることのな

いよう、慎重に取り扱う必要があります。取得した試料や資料・情報等は、解析する

前に氏名・患者番号等の個人情報を削り、代わりに新しく研究用の符号をつけ、どな

たのものか分からないようにします。どなたのものか分からないように加工した上で、

鍵のかかる冷凍庫、研究責任者のみ使用できるパスワードロックをかけたパソコンで

厳重に保管します。ただし、必要な場合には、当診療科においてこの符号を元の氏名

等に戻す操作を行い、結果をあなたにお知らせすることもできます。取得した試料の

一部や臨床情報等は、共同研究機関である理化学研究所に送られ解析されますが、送

付前にどなたのものか分からないように加工します。さらに送付された試料は解析終

了後に速やかに破棄されます。解析データは理化学研究所の鍵のかかる冷凍庫、研究

責任者のみ使用できるパスワードロックをかけたパソコンで厳重に保管します。 

 

【オプトアウトについて】 

以前にこの研究に同意された方で、上記共同研究機関への試料の送付、RNA 網羅的

解析に自分（あるいはご家族）の試料や情報・データ等を使用してほしくない場合

は、下記の問い合わせ先に 2025年 3月 31日までにご連絡ください。研究に参加いた

だけない場合でも、将来にわたって不利益が生じることはありません。ご連絡をいた

だかなかった場合、ご了承いただいたものとさせていただきます。 

 

研究の成果は、あなたの氏名等の個人情報が明らかにならないようにした上で、学

会発表や学術雑誌、国内のデータベース等で公表します。 

 

取得した試料や情報・データ等は厳重な管理のもと、研究終了後5年間保存されま

す。保管期間終了後には、試料は個人を特定できない状態のまま廃棄します。しか

し、もしあなたが同意してくだされば、将来の研究のための貴重な資源として、研究

終了後も引き続き保管します。情報・データについては管理用PCのフォルダから削除

処理を行います。なお研究データを統計データとしてまとめたものについてはお問い

合わせがあれば開示いたしますので下記までご連絡ください。 

 

尚、提供いただいた試料・情報の管理の責任者は下記の通りです。 

試料・情報の管理責任者 

 所属：東京大学医学部附属病院・消化器内科 

 氏名：岸川 孝弘 

 

 

この研究は、東京大学医学部倫理委員会の承認を受け、東京大学医学部附属病院 

病院長の許可を受けて実施するものです。 

 



 

4 
 

この研究に関する費用は、東京大学医学部附属病院消化器内科研究室の運営費なら

びに国立研究開発法人日本医療研究開発機構（AMED）委託事業「次世代がん医療創生

研究事業（P-CREATE）」、「革新的がん医療実用化研究事業」から支出されています。 

 

本研究に関して、開示すべき利益相反関係はありません。 

 

尚、あなたへの謝金はございません。 

 

この研究について、わからないことや聞きたいこと、何か心配なことがありました

ら、お気軽に下記の連絡先、あるいは消化器内科のホームページの「お問い合わせフ

ォーム」よりお問い合わせください。 

 

 

【連絡・お問い合わせ先】 

研究責任者：岸川 孝弘 

連絡担当者：鈴木 辰典 

〒113-0033 東京都文京区本郷 7-3-1 

東京大学医学部附属病院・消化器内科 

Tel: 03-5800-8812（内線 33070）Fax: 03-5800-8812 

Email: kishikawat-int@h.u-tokyo.ac.jp 


